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田原先生を訪ねて

11'沢イ円午“

S. NAKAZAWA: Visiting Prof. M. TAHARA 

私といっても湘南地方にはまだ持い日がある。 10)けJ4 Hの午午.後，汗びつ

しよりになつて干官私1込、は神奈川抗以3二の，1J肖=に凶b以耳う先tよ主生lとiをJ

ねた箇松の*)J:ちにかとまれた丘の|二!こ先生i三の家は

ある。

回原正人先生は明治 17年 7月1311のき1".まれ.

一高から取大の他物学科を卒業し，以北大生物』予教

主主ーでJI(1f.にわたる研究のかたわら多くの子弟を教yi

し， 昭和 20年に退官， のち横浜市大lζ名目抜された

が.その後の古に引退して白過の生活をつづけて

おられる。

仙台では戦災でいのちからがら台のおlにiUilifし

てお宅は丸焼けとなった。それから符城県出郷付に

疎開。いよいよ退官して仙台をlえられるときには，

P，'of. Dr. M. TA I1 A :~A 

at home. (Oct. 4 th， 

1959) 

ij災後のjzf17で卜分な送別もできず，今思うと実になさげないととだった。そ

の先生を訪ねたのである。

“ょくさたねω さあお入りなさい.，。

玄関のおくに相変らずのやさしいjlげj<き乙えた。回以先生だ。

先生の研究は主として三つの分野にわかれる。 111ーはキク腐の染色体数

が基本数 90)倍数からなるという研究で;.tランダの Tλcl四 01.1¥1によるパ

ラ属のそれとならんで世界における polyploidyの発昆として有名である.第

二は桜子ザ(物をlt心とする!圧発生のii)f究，そして113こが泌怠{，とくにホンダ

ワラおよび近紙磁の形態学 $111胞や，また発生学的研究である。

研究の分野に応じて子弟たちもやはり三五日iにわたっている。波子~(物

の染色体や膝発生などを専攻して先生の門下をHlた人々は小型「矢11夫，飯沼政

治郎，阿部作一，及川ブミ ，及川公平，裸子植物の)Jf発生をやったのは秋本
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直行，阿部徳郎，架原者fff，須因子15男，杉原美徳，八戸正夫，生沼巴(故人).

海藻の発生をやったのは猪野俊平，阿部広五郎(故人)，および中沢信午，そ

の他の分野で指導をうけたのが高松正彦，堀川芳雄，市原謙太郎，および1111

波治の諸氏であった。な:IojE:J松氏ははじめ材の解剖で田原先生の門を出で，

のち海藻に転化した。また下斗米直昌氏は学生としてではなく ，田原先生の

助手としてやはりキク科植物の細胞学について影響をうけたロ 2持者は回原先

生の最後の子弟として海藻の発生を教えられた。

先生がとくにホシダワラの研究lζ熱中されたととと先生の回原という名

前とは不思議な因縁であろうか。またキク科の研究をやられたのも刻子夫人

と関係がありそうである.もっとも先生御自身は“さあ，どういうわりでキ

クの研究をはじめたんだったか，忘れたネ"といっておられた。

その菊子夫人がとんど亡くなられた。 つい最近.9月27日の未明だっ

た。伊勢湾台風が名古屋地方をおそって死者数千人κおよんだその真夜中に

かねてより脳出血で喋養中だった夫人は， 電灯もつかず医者をよぶにも困難

な真っ暗閣のなかで亡 くなっていった。

“人生の末路にふさわしい大風の晩だった"と先生は当時の思い出を揺

られたロ

先生は元気である。とれからプランス文学を勉強してみたい，と理想、lζ

もえて，改めてブラシス訴の学習に熱中しておられたにはさすがに私もおど

ろいた。 75裁である。 (1959. 10. 10) 

Summary 

Recently， the writer had a chance to ca¥1 on Prof. Dr. MASATO T.必iARA

at his residence in Ninomiya， Kanagawa Prr.fecture. He is a pioneer in the 

study of fucoid embryo)ogy， as wel1 as world-famous for his discovery of 

polyploidy in Chrysanthem'1lm (1¥)21). We shouJd like to express our cordial 

sympathy for his grief recently bereaved of his darling heもter・half.Happy 

to say， Professor himself is healthy and 1∞ks vivid enjoying music， photo-
graph， and literatures. 
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